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学習負担の把握に向けたプラグイン機能の開発
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概要：近年，デジタル教材を用いた学習指示や理解度の把握といった，LMSを活用した授業スタイルが増
加してきている．教授者は授業の参加者の学習ペースやシラバスに基き，レポートや小テストの実施を課
すことが多い．この際，教授者は自身の都合や授業計画を考慮して〆切を設定することが一般的である．
しかし，複数の授業科目が設定する〆切などが適切でなければ，特定の期間に学習負担が集中することが
ある．そこで，授業参加者の学習負担を教授者に対して提示する機能を検討することにした．具体的には，
Moodle 上の〆切情報を用いた学習負担の把握を試みる．本稿では，試作したプラグイン機能と課題につ
いて報告する．
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1. はじめに

教育学習のデジタルトランスフォーメーションの気運の

高まりを受け，デジタル教材を用いた学習指示や理解度把

握といった教授スタイルが増加 [1]してきている．Moodle

をはじめとする学習管理システムでは，授業科目ごとに構

成される「受講生の集合体」（Moodleではコースと呼ばれ

る）の単位で管理されることが一般的である．そのため，

「受講生の集合体」に対する理解度や学習活動の把握する

際の手助けとなる各種ツールが用意されている．

例えば，Moodleではレポート機能として，表 1に示す

ようなレポート機能が用意されている．我々もこれらのす

べての機能を熟知しているわけではないが，多くの機能は

コース単位でのレポートを提供している．

一方，受講生単位でのレポート機能は少なく，受講生の

状況をコース横断で簡単に把握する機能は用意されていな
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い．デジタル教材の活用が多くの科目で本格化するにつれ

て，受講生の学習負担をある程度把握することは重要であ

る．授業実施時において，これらの情報を参照することが

できれば，受講生に対して過度な負担を与えなくてすむ．

本研究では，学習負担の把握を目標とし，授業参加者の

学習負担を教授者に対して提示する機能を検討することに

した．本稿では，Moodle における課題や小テストといっ

た〆切が設定可能な学習コンテンツを対象に，学習負担の

把握を試みる．

2. Moodleのレポート機能

学習管理システムMoodleは，表 1に示すようなレポー

ト機能を有している．例えば，「ログ」では，時間，ユー

ザフルネーム，影響を受けるユーザ，イベントコンテクス

ト，コンポーネント，イベント名，説明，オリジン，IPア

ドレス，などの情報を取得することができる．一方，「活

動レポート」は，コース内のコンテンツのアクセスの概要

を「XX 件の閲覧 by YY ユーザ」のような形式で確認で

きる．また，「コース参加」を使用することで，コース内の

コンテンツのアクセスの詳細を確認することができる．

その他にも，活動に対して「活動完了」を設定 (図 1)す

ることで，その記録を取得 (図 2)できる．各種レポート機

能を使用することで，Moodleコース上での学習活動を把

握できる．
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表 1 Moodle3.9 のレポート機能

機能名 概要

コンピテンシー

ブレイクダウン

洞察 分析モデルを用いた結果を表示

ログ イベント（学生／教師の活動），アクション，

ソースなどのログ

ライブログ

活動レポート 各コンテンツへのアクセス数

コース参加 各コンテンツへのアクセス状況の詳細

活動完了 活動完了条件の達成状況の把握

レポート機能の多くは，過去の学習活動で生成されるロ

グを使用している．学習活動の振り返りや同一授業におけ

る前年度との比較の際は，便利であるが，現在の受講生に

対する支援としては活用しにくい面もある．一方，Moodle

アナリティックは，サイト情報として，インストラクショ

ンモード（対面・ブレンド型またはハイブリッド型・フル

オンライン）やオンラインの割合など設定した上で，様々

なモデル [2]を用いた評価*1を行うことができる．また，新

しいモデルの導入を行うことで，学習者支援機能とその拡

張可能性について検討を進めている事例 [3][4] もある．

図 1 コンテンツの設定 (一部抜粋) 例

図 2 レポート：活動完了の表示例

3. 学習エフォートの導入

本研究では，学習時間に関する研究 [5][6] をベースに「学

*1 本学の設定では，モデル評価の分析間隔は，Moodle の既定値：
直前の 4分割，前のすべての 4分割，開始から終了まで，となっ
ている．

習エフォート」の導入を行う．コンテンツ毎に基準となる

学習負担を定義／設定することで，学習者ごとの学習エ

フォートを計算できるようにする．

3.1 学習負担

学習負担あるいは学習活動の把握 [7][8]については，様々

な方法の提案や試行が行われてきた．我々は，学習管理シ

ステム上の各コンテンツに基準となる学習時間あるいは難

易度などの項目を持たせることで，学習負担の把握を検討

してきた．ここでは，学習エフォートを計算する上で必要

と思われる項目を整理する．

表 2に，現在想定している学習負担のテーブル構造を示

す．モジュール番号と対象となる番号 (target)でリソース

や活動の学習負担を格納する．初期段階の学習負担として

は，学習に必要な基準時間（日数）と相対的な難易度を用

いる．また，教員が想定する学習負担と独立した学生の実

学習負担（テーブル構造は検討中）を別途格納し，状況に

よって学習負担の動的な変更も可能な構造とした．

なお，各コンテンツ毎の学習負担の登録方法は，Moodle

のコース管理／レポートの「活動完了」機能 (図 2) を参考

に値を入力できるようにする予定である．

表 2 学習負担のテーブル構造

列名 型式 備考

id bigint シーケンシャル番号

course bigint コース番号 (mdl course)

module bigint モジュール番号 (mdl modules)

target bigint 対象番号 (mdl assignやmdl quiz

などの id)

basetime1 smallint 基準時間日数 (初期値)

basetime2 smallint 教員基準時間日数 (変更値)

basetime3 smallint 学生基準時間日数 (変更値)

baselevel1 smallint 基準難易度 (初期値)

baselevel2 smallint 教員難易度 (変更値)

baselevel3 smallint 学生難易度 (変更値)

timecraeted bigint 設定日時

timemodified bigint 変更日時

列名 (将来用) 型式

idnumber character varying(255)

etc character varying(255)

3.2 学習エフォートの算出

表 2だけでは，学習管理システムを用いない学習活動を

把握することができないため，正確な学習エフォートを計

算することはできない．しかし，学習者にとっては，複数

の科目 (Moodleの複数コース)から与えられる学習負担が

あるため，学習管理システム内における学習負担を網羅的

に把握できる仕組みは重要である．本研究における学習エ

フォートとは，学習管理システムMoodle内における学習

2ⓒ 2021 Information Processing Society of Japan

Vol.2021-CE-162 No.12
Vol.2021-CLE-35 No.12

2021/12/4



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

負担からエフォートを推計することをさす．

表 3 に学習負担の項目と Moodle 上の主な機能につい

て示す．Moodleで評定を行う機能には〆切情報が設定可

能 (図 1の利用)で，評定を伴わない機能には〆切の設定

がない．但し，利用制限は設定できるようになっている．

Moodle上での学習負担は，表 3に示すような学習負担の

数とその負担の度合い（学習に必要な時間や難易度など）

などによって把握することができる．また，各項目の〆切

の状況にも左右される．

表 3 主な学習負担項目

項目 主な Moodle 機能 〆切情報

資料学習 ファイル, ページ,URL △利用制限

映像学習 ファイル,HSVIDEO △利用制限

レポート提出 課題 ○

演習結果提出 課題,VPL ○

テストの実施 小テスト ○

アンケート フィードバック ○

討論 フォーラム ○

※ HSVIDEO は有償ビデオ再生プラグイン

最後に，学習エフォートの計算について述べる．学習時

間をベースとした場合，各学習負担に設定されている基準

時間の累計と各学習負担に設定されている学習期間（〆切）

を元に，学習エフォートを計算できる．授業時間やその他

の活動時間を除いた学習可能時間を計算し，学習期間と合

わせることで比較計算が可能である．なお，学習可能時間

は，学生生活実態調査 [9] よる標準値を用いるか，学習者

の個々のライフスタイルを入力してもらい，その値を活用

することを考えている．

4. プロトタイププラグイン

学習者の学習エフォートを算出するためには，関連デー

タの入力機能も必要となる．今回のプロトタイプ実装で

は，入力機能は除外した上で，簡易な学習負担を把握し，

実際に試用することを優先した．

表 4 エフォートプラグインの選択項目

集計対象 学生

集計期間 月単位／一年

集計データ 課題 小テスト コース

集計対象 日付

集計期間 月単位

集計データ 課題 小テスト コース

4.1 設計

簡易な学習負担は，表 3に示す項目の各〆切情報を収集

するのではなく，〆切情報をカレンダーや直近イベントで

確認できる，既存の情報を用いた方法を採用することとし

た．また，対象とする学習負担項目は，Moodleの課題と

小テストに絞り，集計も単純な個数を用いることとした．

具体的には，表 4に示すように選択ができるようにした．

集計対象を「学生」とした場合は，コースに参加登録し

ている学習者を対象として，指定した集計期間時における

集計データの個数を数える．これにより，個々の学習負担

の状況を知ることができる．

一方，集計対象を「日付」とした場合は，コースに参加

登録している学習者を対象として，指定した集計期間時に

〆切が設定されている集計データの個数を数える．個々の

学習者が持つ〆切日が，いつになっているかを知ることが

できる．

4.2 実装

Moodle3.9以降を対象としたエフォートプラグインとし

て実装*2した．なお，PHP7.1以降，データベースは Post-

greSQL9.6（もしくはMySQL5.5）以降を動作検証の環境

とした．

Moodleのカレンダーのイベント取得関数を使って，学

習者毎のイベント情報を取得する．その上で，イベント毎

のモジュール名を判別して課題 (assign)と小テスト (quiz)

をカウントする．同時に対象のコース IDを一時保存し，

後で重複するコース IDを削除し，最終的にコース数をカ

ウントする．最後に，Moodleの chart関数を使ってグラ

フ化し表示する．以下，実装された機能の概要を示す．

○コースに登録された学生の他コースも含めた課題

（小テスト）の状況をヒストグラム表示

○コースに登録された学生の他コースも含めた課題

（小テスト）の締切日の重複具合を可視化

○レポートを集計する期間を教師が設定可

○課題（小テスト）に関係するコース数をカウント

○可視化されたデータを CSV形式でダウンロード

5. 簡易評価

学習基盤システム [10]上の学習支援サービス (Moodle)

に開発したプラグインを導入し，各機能の基本的な動作を

確認した．具体的には，筆者の一人が 2021年度の前期に

行った情報リテラシーのコースに登録した 103名の学習負

担をプラグインを使って表示してみることにした．

5.1 表示結果

図 3にプラグインの動作結果を示す．縦軸の参加者の一

覧が表示され，学習負担の状況を確認できる．なお，横軸

は課題数 (図 3上)，小テスト数 (図 3下)となる．2021年

10月における課題数は，多くの受講生は 10から 15個あた

*2 プロトタイプ実装として三玄舎に依頼した．
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りであることがわかる．この数字は，自身のコース以外の

課題もカウントしているため，受講生の忙しさを表してい

るともいえる．なお，課題数が 0の受講生はなんらかの理

由で，後期の履修を行っていないものと思われる．

小テスト数 (図 3下)は課題数に比べて学習者によるば

らつきを確認できる．これは後期の履修科目（コース）の

違いによる差が出ていると予想している．一方，１つの小

テストには，複数問題が設定されているため，小テスト数

のみを用いた学習負担の予測は，誤差が発生すると思われ

る．これについては，学習負担テーブル（表 2）を用いた

補正が必要である．

図 4に集計対象として「日付」を選択した際の動作結果

を示す．課題〆切の総数を表したもので，10月 25日には，

延べ 25人が〆切を迎えることが判る．自コースで新な課

題を設定する際は，これらの情報と課題を実施する時間を

考慮して〆切を設定すると，学習者の過度な負担をさける

ことができると思われる．

5.2 試用感

後期に受け持つ授業がなかったため，自コースにおける

課題や小テストの設定に利用することはできなかった．し

かし，前期に利用したコースにおいて，本プラグインの機

能的な確認を行うことができた．集計期間を変更して，受

講生の学習負担を簡単に外観できるため，長期的な課題や

小テストを設定する際には有効であると感じた．

一方，集計期間によっては，レスポンスに少し課題が残

る結果となった．これは，集計の際に複数テーブルの参照

があるため，データベースへのアクセスが多くなるためで

ある．集計をリアルタイムに実行するのではなく，バック

グラウンドで集計するなどの方法も検討する必要がある．

図 3に示すように，参加者毎の学習負担の表示は自コー

スにおける〆切設定の判断材料にはならないが，与える課

題数を検討する上では有効でないかと感じた．

6. 今後の課題

学習エフォートの導入に向けて，検討した学習負担の

テーブル (表 2) の実装と，各コンテンツ毎の学習負担の登

録インターフェースを設計し実装を進める．また，学習者

の実学習負担を記録するテーブルの検討を進めこちらは，

自動的に実学習負担を記録できるようにしたい．これによ

り，デジタルコンテンツの過度な学習指示を抑えつつ，対

面教育でのMoodleの活用の定着を目指す．

次に，今回のプラグインでは，終了（提出）済みの学習負

担の計算が行われていない．学習負担が少なくなっている

状況でも，教授者に受講生が多くの学習負担を抱えている

かのように示す恐れがある．より正確な，学習負担を計算

するためには，学習者とコンテンツの両方の学習負担テー

ブルを用意し，終了済みの学習負担の把握が不可欠である．

可視化はMoodle標準機能である chart関数を使ってい

るため，縦軸の表示数が多くなると見易さに課題が残る．

他の可視化の手法も存在するが，今回はプロトタイプ実装

であるため開発が容易な手法を用いたためである．Moodle

内の可視化方法については，もう少し検討を重ねる必要が

ある．

7. まとめ

近年，教授者や学習者がデジタルコンテンツを用いた教

育や学習のスタイルを受入れ，学生個々人に適した学習や

教育を目指す事例が増えてきた．本学においても，教育DX

を積極的に推進し，情報通信技術（ICT）を活用した教育

の多様化への対応が求められる．そのためには，学習管理

システムを中心とする教育／学習環境の改善に努め，利用

の難しさや煩雑さが表に現れないようにする必要がある．

本稿では，学習エフォートの導入を目標に，教授者が受

講生の学習負担の状況を把握できる，簡易なプラグイン機

能を試作し，その動作状況と試用結果について述べた．教

授者はレポートや学習期間などの〆切を，自身の経験や感

覚で設定することが多く，学習管理システム上に存在する

情報を活用していないことが多い．しかし，本来は受講生

単位での学習活動を把握・分析し，個々の受講生に配慮し

た教育を実践することが望ましい．

特定の期間に学習負担が集中しないようにすることで，

学習者への配慮が行き届いた教育が実践でき，デジタルを

活用した学習・教育の段階的な定着を推進したい．
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得た．なお，システム上における実践およびプラグインの

開発においては，大学改革推進等補助金（デジタル活用教

育高度化事業）「学修活動分析を利用した教育高度化のため

のデジタル活用仮想基盤整備」による支援を一部受けた．
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図 4 課題の〆切日の状況 (2021.10.23 カウント)
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